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未来を創る子供たちへ ～想いをつなぐ～ 

                                             氷見市教育総合センター 

                                       所 長 山口 千香子 

    

能登半島地震の復旧・復興に向かう中、新たな

出会いの春が訪れました。 

この２年間、様々な業務に携わる中、教師であ

るからこそ味わうことができた心動く瞬間があり

ました。それは「二十歳のつどい」での教え子と

の再会です。小学校は違うものの、２年連続で担

任した６年生の子供たちが立派に成長し、きれい

な振り袖、スーツを身にまとい、小学生の頃の面

影を残しながら、氷見市芸術文化館に集まった晴

れの日。式典の前日には、思わず卒業アルバムを

開き、タイムスリップしたかのように８年前のひ

とときに思いを馳せていました。（至らない自分

を猛省しながら…） 

当時、釣りが大好きで、漁師を目指していたＳ

君は、水産について学ぶ学校へ。物作りに興味が

あり、大工さんになりたいと思っていたＴ君は、

建築士を目指して大学へ。看護師の母に憧れてい

たＡさんは、看護の道へ。まだ、悩み続けている

Ｈ君…。それぞれが、様々な出会い、経験を通し

て成長し、自分の歩む道を一歩一歩進んできたこ

とを感じるとともに、社会の一員として笑顔で式

典に参加しているその瞬間、その場に立ち会えた

ことは本当にありがたく、きらきらした20歳の若

者たちに、再びエールを送りました。 

 

「予測不能な社会を生きるために必要な資質・

能力を育成する」ことが学校教育に求められてい

る今、私たち教師は、子供たちの何年先の姿を思

い浮かべて「今」というときを共に過ごし、学び

の場をつくっているのでしょう。学習指導要領を

隅から隅まで読んだとしても、その意味をどう捉

えるかは教師である私たち一人一人の問題です。

「見える学力」はもちろんのこと、「見えない学

力」と言われる様々な力を、目の前にいる子供た

ちの姿から捉え、支援していくことは、時代が変

化しても変わらないことだと思います。 

令和６年度「教員研修ハンドブック」１ページ

に、下記のことが書かれています。 

 

「先生！」と言われるだけの自分であるのかと

自問しながらの毎日は、今も初任のときも変わり

ません。子供の姿を丁寧に見取り、理解を深めな

がら信頼関係を築く日々の営みと同時に、視野を

広げ、未来を生きる子供たちの姿を思い浮かべな

がら様々な人たちと対話し、自分の有り様を模索

し続けるのも教師の姿かもしれません。 

 

さて、優しい春光を浴び、久しぶりにセンター

まで徒歩通勤したある朝の風景です。ヘルメット

をかぶり、自転車に乗って私の横を通り過ぎる中

学生が「おはようございます」と、さわやかな声

で挨拶をしてくれたこと、ランドセルの熊鈴を響

かせ歩いている小学生に「おはよう！行ってらっ

しゃい」と、笑顔で見送る地域の交通安全指導員

のみなさんがいらっしゃること…等々、全てが決

して当たり前の風景ではないことを震災を経験し

て改めて感じた朝でもありました。だからこそ、

氷見に生まれ育ち、未来を創る子供たちが夢や希

望をもって成長できるよう、想いをつなぎ、「人

づくり」の営みに携わる一人でありたいです。 

今年度も、みなさんとのつながりを大切に、セ

ンターの事業を推進してまいります。どうぞ、よ

ろしくお願いします。 

令和６年度 氷見市教育総合センターだより 第１報 

メールアドレス       kyouikukenkyu@city.himi.lg.jp 

ホームページアドレス http://www.city.himi.toyama.jp/hp/departmentTop/kyouiku-i/kyouikukenkyu 

 

 

 

第１章 教師の職務  

１ 教育者として生きること 

(1) 児童生徒の生涯に関わる教師の姿 

教育は、将来の社会を担っていく児童生徒を健

全に育み、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社

会の創り手となる「人づくり」の営みです。 

教師は、単なる知識の伝達者ではなく、児童生

徒の人間形成全般に大きく関わり、その生涯に多

大な影響を与えます。教師の人間性や生きる姿勢

は、児童生徒にとって人としての手本になること

を肝に銘じなければなりません。（一部抜粋） 

mailto:kyouikukenkyu@city.himi.lg.jp
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令和６年度 教育総合センターの主な事業のお知らせ 

 今年度は、下記の事業及び研修会を予定しています。各事業へのご理解とご協力、各種研修会への積極
的なご参加をよろしくお願いします。 

Ⅰ 教職員研修事業 

※印の研修は、「中堅教諭等資質向上研修」における

「選択研修」の対象研修です。 

１  学力向上研修会 

①全国学力・学習状況調査結果の分析と活用 

 （講師：学力向上推進チーム 研究主事） 

※②学力向上研修会「令和のとやま型教育推進事業」 

     ７月31日（水）PM 

（講師：大妻女子大学 家政学部児童学科  

教授 澤井 陽介） 

 ２ ＷＥＢＱＵを活用した 

※        魅力ある学級づくり研修会  

６月４日（火）15:00～16:30 

   （講師：早稲田大学 教授 河村 茂雄） 

 ３ ふるさと教育研修会 

・ふるさと教育現地研修会 ８月６日（火）PM 

（講師：文化振興課 学芸員 外） 

４ 生徒指導研修会 

①生徒指導連絡会 ６月下旬 

※②児童生徒支援に向けた保護者との関係づくり<仮> 

             ８月７日（水）AM 

 （講師：信州大学 教授 上村 惠津子） 

５ ＩＣＴ教育研修会 

※①ＩＣＴを活用した授業づくり研修（協力校研修）  
    協力校：南 部 中、朝日丘小、十二町小 

6/20(木) 10/24(木)  11/1(金) 
（講師：富山大学 教授 長谷川 春生） 

②１人１台端末活用研修会 期日未定 

 （講師：ソフト関連会社 等） 

６ 幼保小連携教育研修会 

  ※①第１回幼保小接続研修会 ６月14日（金） 

（講師：山梨県立大学 教授 阿部 美穂子） 

※②第２回幼保小接続研修会 ２月上旬 

  （講師：富山県幼児教育センター 指導主事） 

 ７ 教育セミナー 

 ※・子供を主語にする学校づくり<仮>  

８月２日（金）PM 

   （講師：大空小学校初代校長 木村 泰子） 

 ８ 道徳セミナー 

※             ８月19日（月）AM 

（講師：畿央大学 教授 島 恒生） 
 

 ９ その他自主研修会等 

①若手教員研修会（校長会と連携開催） 

（講師：未定） 

②教育論文等の書き方研修会（校長会と連携開催） 

（講師：教育総合センター 教育指導主事） 

            ５月29日（水）                                          

Ⅱ 調査研究事業 

 １ 学力向上推進委員会 （委員７名） 

 ２ ＩＣＴ教育推進委員会（委員15名） 

Ⅲ 「心のケア」推進事業 

 １ 教育相談 

 ２ 教育支援センター「あさひ」 

 ３ 「氷見市いじめ防止基本方針」に基づく取組 

 

Ⅳ 外国語教育推進事業 

 １ 外国語及び外国語活動に関する業務 

①ENGLISHセミナー2024の開催 ７月下旬 

②新規ＡＬＴへの指導助言 

外国語教育推進アドバイザー：稲積  玲子 

  ③ＡＬＴの配置 

 

Ⅴ 教育サービス事業 

 １ 教育サービス  

①教育資料の収集・提供、図書コーナーの充実 

プログラミング教材の貸し出し等 

  ②広報活動による情報の提供 

  ③研究・研修の援助 

  ④生徒指導等に関する相談 

⑤科学作品と教育論文・教育実践記録の募集と表彰 

２ 教科書展示会(市立図書館で開催) 

    ６月 14日(金)～６月 29日(土)〔月曜日を除く〕 

３ 宿泊学習・修学旅行等期間中の指導員の

派遣、校内研修会等への指導主事等の派遣 

 

Ⅵ その他の事業 

 １ 氷見の学力向上フロンティア事業 

「令和のとやま型教育推進事業」の推進 

※・授業改善、学力向上を目指す研修会 

研究校：湖南小、十三中、西の杜学園 

研修会：６月21日（金）西の杜学園 

    11月８日（金）湖南小･十三中 

（講師：岐阜聖徳学園大学  

教授 玉置 崇） 

※・講演会：７月31日（水）澤井教授(再掲) 

 ２ 小中連携教育推進事業 

  ・中学校区での連携教育の推進・充実 

 ３ ｢ひみっ子の夢と希望｣きらめき推進事業 

①小･義(前)学校 10月22日（火） ６年生対象 

②中･義(後)学校 11月12日（火） ２年生･義８年生対象 

 ４ ネット対策フォローアップ事業  期日未定 

  ・ネット対策、ネット利用のルールづくりへの意識向上 

        開催校：海峰小、上庄小、灘浦小、北部中   
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（敬称略） 
＜運営委員会について＞ 
教育総合センターでは、センターが行う事業運営について審議し、他の教育研究諸団体との連絡調整

を図り、センターがその目的を達成することができるよう、運営委員会を設置しています。 

各委員の先生方からご意見やご要望等をいただき、運営に生かしていきたいと考えています。 

 

運   営   委   員 

・委 員 長  中 舘 直 浩 （南部中学校長   中 学 校 長 会 会 長） 

・副委員長  金 原 礼 子 （宮田小学校長   小 学 校 長 会 会 長） 

・委  員  坂 田 和 彦 （朝日丘小学校長   小学校教育研究会会長） 

・委  員  松 本 美 和 （西の杜学園校長   中学校教育研究会会長） 

・委  員  山 口 真沙恵 （海峰小学校教頭   小・中学校教頭会会長） 

・委  員  森 田 智 子 （比美乃江小学校   小・中学校教務主任会会長） 

・委  員  蟹 谷   智 （窪 小 学 校   若 手 ・ 中 堅 教 員） 

・委  員  土 部 彩 花 （十二町小学校   若 手 ・ 中 堅 教 員） 

・委  員  田 中 裕 子 （十 三 中 学 校   若 手 ・ 中 堅 教 員） 

・委  員  吉 國 京 子 （西 條 中 学 校   若 手 ・ 中 堅 教 員） 

 
 
＜調査研究事業について＞ 
今年度は調査研究事業として、新たに「学力向上推進委員会」を立ち上げ、継続の「ＩＣＴ教育推進

委員会」との二本柱で研究を推進します。喫緊の課題、重要な課題等に対応しながら、先生方の指導・

支援の手助けとなるよう努めていきます。 
  

 

 

 

[主な活動内容] 

・全国学力･学習状況調査の分析 

・学力向上の推進 

・「学力向上だより」等での啓発 

[主な活動内容]  

※｢ＩＣＴ教育推進プロジェクトチーム｣と連携 

・ＩＣＴ活用推進校内研修会の企画･運営  

・ＩＣＴ活用事例の情報交換 

・情報活用能力の体系表 

の作成 

[メンバー] ◎焼田ちあき（南部中学校教頭）             

・丸山めぐみ(朝 日 丘 小)  ・廣澤 裕文(比美乃江小) 

・竹原 瑞樹(十 二 町 小)   ・藤坂 賢良(上 庄 小） 

・三﨑 篤志(北 部 中)    ・瀬戸いずみ(十 三 中)  

◇本川 久直、磯辺 浩二(教育総合センター) 

◎委員長 

学力向上推進委員会 

 

ＩＣＴ教育推進委員会 ［メンバー］ ◎小間 健郎(西の杜学園教頭) 

・佐伯   駿(朝 日 丘 小)  ・林  一学(比美乃江小) 

・岡田 拓丸(宮  田  小)  ・今市 晃央(窪 小) 

・十二 美緒(湖  南  小)  ・杉山 美紗(十 二 町 小) 

・矢後 祐樹(上  庄  小)  ・田中 大樹(海 峰 小) 

・澤武 佑紀(灘  浦  小)  ・小松 佳太(西の杜学園) 

・鹿渡 陸斗(南 部 中)   ・高栁 直之(北 部 中) 

・引谷  樹(十 三 中)   ・曽根  果(西 條 中)  

◇磯辺 浩二、本川 久直(教育総合センター) 

    

 

 

運営委員会、調査研究委員会の紹介 

   ◎稲積 玲子：外国語教育アドバイザー 
          

・田中 敏樹(朝 日 丘 小)   ・森永 真未(南 部 中)   ・濱下真由美(北 部 中) 

・山崎 拓郎(西 條 中)   ・小松 佳太(西の杜学園) 

ENGLISHセミナー実行委員 
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令和６年度 スタッフ紹介 

職  名 氏  名 主 な 担 当 事 務 

所 長 山 口  千香子 総括・管理、企画・運営、指導員等の派遣 

生活指導主事 磯 辺  浩 二 
生徒指導、ＩＣＴ教育、ＷＥＢＱＵ活用推進、教職員研修 

ＳＳＷ・ＳＣの派遣、ＡＬＴの派遣 

主   査 本 川  久 直 
学力向上、学力調査等の結果分析、外国語教育、教育図書 

教育資料の整備 

教育指導主事 谷内口  まゆみ 
教職員研修(白表紙)、年次研修・初任者研修、ふるさと教育 

幼保小連携教育、広報(所報) 

教育指導主事 西 田  由紀夫 
小中連携教育、教育論文・教育実践記録、教科書事務等 

科学作品、広報(センターだより)  

主   査 

教育支援センター室長 
鶴    賢 行 

教育相談（アウトリーチ、巡回相談）、教育支援 

教育支援センター｢あさひ｣の通室児童生徒への指導と援助 

学校・専門機関等との連携 教 育 相 談 員 

濱 田  義 博 

中 嶋  正  子 

中 村  優 子 

事     務 能 登  真里奈 予算及び決算、旅行命令、文書収発及び整理保管等 

外国語指導助手 

キャンプベル・ダニエル    メレロ・マシュー 

ムダカネ・コレカ      アスプリン・アンドリュー 

アダムス・アンナ      チョン・ボーレン 

アリステラ・ジェアヌ 

外国語授業の補助 

国際交流 

スクールソーシャル

ワーカー 

（市派遣ＳＳＷ） 

飯 田  郁 美 

木  林   美知子 

加 納  正 寛 

児童生徒の置かれた環境への働きかけ 

学校や家庭、関係機関等との連携、ネットワークの構築 

学校内におけるチーム体制の支援 

保護者や教職員に対する支援、相談、情報提供  
※ ご要望に基づき、宿泊学習・修学旅行等期間中の保健業務に関して、中嶋指導員を派遣します。 

 

 

 

 

 
 
 

各種教育図書、各発行社の教科書、月刊雑誌等を豊富に取り揃え、貸し出しをしていますので、ぜひご活用ください。 

 

 

事前に電話で申し込みをいただければ、「代理の方（用務主任等）への手渡し」や「担当箱→学校」経由の貸し

出しも行っています。 ※「収蔵教育資料目録」（配付済み）を参考にしてください。  

・初等教育資料(東洋館出版)   ・中等教育資料(学事出版) ・月刊学校教育相談(ほんの森出版) 

・指導と評価(日本図書文化協会) ・月刊生徒指導(学事出版) ・月刊教職研修(教育開発研究所) 等 

 

センター収蔵の教育図書等を貸し出し中！ 

「外国語教育ひみプラン」（小中連携の推進・帯活動の充実・ふるさと教材の活用）に基

づき、当センターでは「指導事例集(R2.3)、指導事例集２(R3.3)」を発行し、各校に配付し

ています。小学校・中学校・義務教育学校における外国語教育の授業に、ご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、よろしくお願いします！

す 

当センターでは「氷見市プログラミング教育モデルカリキュラム(R2.3)」「情報活用能力

（プログラミング教育を含む）の育成に係る基本カリキュラム(R2.3) 」も発行し、各校に

配付しています。小学校プログラミング教育の指導に、ご活用ください。 

 

 

 

 

「外国語教育ひみプラン指導事例集」について 

「プログラミング教育モデルカリキュラム」について 

 


